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　最近，注目している規格化，標準化関連トピックスを 2
つ紹介します。1つ目のトピックスは一昨年，当委員会の
公開研究会で紹介のあった鉄道技術の海外展開に関するう
れしい知らせで，英国鉄道にメイドインジャパンが走ると
いうビッグニュース，もうひとつのトピックスは，危機感
を感じている最近の動きで，かつての環境マネージメン
ト，品質マネージメントの国際規格，認証制度で多くの労
力と出費につながったことが，今，またアセットマネージ
メントで起ころうとしていることです。
　まず，朗報の方からですが，一昨年，評価規格化検討委
員会で開催した公開研究会で独立行政法人 交通安全環境研
究所 水間　毅様に鉄道技術の国際規格化における成功例，
失敗例をご講演いただきました。鉄道事業の海外進出が規
格化，標準化抜きに語れないことについて実例を挙げてお
話いただきましたが，これに関して日立製作所から英国の
都市間高速鉄道の受注に成功したという朗報がもたらされ
ました。2012年 7月に車両 227両と保守事業の受注，さら
に 2013年 7月にはさらに 270両の受注に成功し，2013年
11月の発表では英国ニュートンエイクリフに車両工場建
設，車両数は計 866両になり，2012年 7月から 27年半に
わたる鉄道事業を担うというビッグプロジェクトです。こ
の鉄道事業の海外売り込み成功の要因には，国際規格とそ
の国特有の規格に合致した車両であることはもちろんのこ
と，運用とその仕組みを含めたシステムとしての高い安全
性と信頼性，これを実現する技術力，そして資金面で国際
協力銀行と独立行政法人の日本貿易保険が後ろ盾になって
いることが挙げられます。日立製作所の成功に至るまでの
道のりについて，2013年 7月に開催した産官学連携（経済
産業省，川崎市，日本技術士会，企業 12団体（電気メーカ
各社他）技術士会，17大学技術士会）の「技術者を元気に
する会≪技術それは身近なもの≫」で，技監の鈴木　學
（がく）様にご講演いただきました（写真 1）。車両の整備，
運用に関しては JRと共同で行い，運用実績のあるノウハ
ウ，手順書が適用されるなど，オールジャパン体制での取
り組みとのことです。日本の鉄道網は旅客比率が高く，貨
物に比べてデリケートな人を運ぶその技術力には定評があ

り，安全性，乗り心地など，各所に深い配慮を施したシス
テムであることがヨーロッパの強豪を抑えての受注につな
がったとのことです。日本は天候の変化が激しく，特に一
夜にして雪が深く積もるなど変化に富んだ国であり，こう
した自然環境下で鍛えられた車両と運用システムは，実
際，英国での試験運用時に他の路線が運休，遅延が生じる
中，運行ダイヤ通りに稼働でき，高い評価を得ています。
輸出先の規格に適用しているというベーシックな事項に，
日本の自然環境が育てた高度な技術がプラスアルファと
なって確かな成果につながったと言えます。鉄道の本家
は，言うまでもなくヨーロッパであり，中でも英国は明治
の文明開化と共に鉄道技術と事業を日本にもたらせ，それ
から 145年が経った今，英国への輸出が実現できたこと
は，鉄道技術に長年携わってきた関係者にとって悲願達成
です。その長い道のりは試練の連続で技術向上への情熱，
熱き思い，そしてたゆまない日々の努力は敬服の念にたえ
ません。
　さて，もう一つのトピックス，アセットマネージメント
は言葉通りですと，資産管理であり，投資などの金融での
マネージメントを指します。この言葉は，近年，技術の世
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写真 1.　英国鉄道を走るメイドインジャパン
無料講演会「技術者を元気にする会≪技術それは
身近なもの≫」（平成 25年 7月 12日開催，主催
幹事：NEC技術士会）


